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　表紙は３月２８日（日）に行われたワクチン集団接種会場運営模

擬訓練の様子です。市では市民が安心してワクチンを接種できる

ように準備を進めています。

　ワクチン接種に関する最新の情報は、市ホームページなどでご

確認ください。
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令和３年度予算審査

委員構成
　◎深山孝、○浦和三郎、田島純、原田嘉明、津田賢伯、轟信一、小川明仁、井上智則、荒川昌佑、
　戸口佐一、渡辺綱一、戸野部直乃、平田通子、長沢純、井上茂（◎が委員長、○が副委員長）

本会議での討論本会議での討論本会議での討論

原案に対する討論

修正案に対する討論

令和３年度予算審査

議会の提言から新年度予算への反映

修正案の概要修正案の概要

　予算特別委員会の審査の流れは、昨年の決算特別委員会の提言に対する予
算措置状況について説明を受けた後、部局別審査を行い、総括質疑、討論、
採決を行います。

　総括質疑後、委員から修正案が提出され全会一致で可決となり、修正部分を除く残りの原案については
賛成多数により可決となりました。

　上平地区複合施設基本設計委託料については、上平地区複合施設検討委員会より付帯意見が付されており、
十分な検討がなされたと言えないこと、コロナ禍の臨時財政運営方針下において、事業実施の必然性について、
詳細な根拠が示されていないことなどから、当初予算案から当該委託料を減額するもの。

共産党▶　付帯意見が付されていること、市民
からコロナ禍での建設を慎重に進めるべきとの
意見が出されていること、臨時財政運営方針は
安全確保以外の工事や設備の先送りを決めたこ
と、建設計画は緊急の必要性もなく認められな
いことなどから賛成する。

共産党▶　歳入は、マイナンバーカードに係る
国からの補助金など、政府がデジタル化の名の
下に社会保障の削減を進めようとしていること
から反対する。歳出については、市民に緊急情
報で有事をあおる、国民保護計画推進事業に反
対する。

政策・市民の声▶　子育て関連施策をはじめとし
た各種事業が計上された点について評価する。
特に、課題を抱える市民の支援につながる「子
ども家庭総合支援センター」の設置や、図書館
への電子書籍の導入など、コロナ禍で求められ
る行政の役割を果たすことに寄与すると考える。
公明党▶　コロナ禍の危機対応モードで編成され
た予算だが、公明党上尾市議団が市長に提出し

無会派・津田▶　行政側と市民との手続きの順番を前
後させ予算に盛り込んだ点、検討委員会の答申も多く
の付帯意見が付されていた点から、当初予算からは一
旦外した上で、煮詰め直してから計上すべきと考える
ことから賛成する。

賛
　
成

賛
　
成

反
　
対

無会派・秋山▶　当初予算は、一律に１０％削減する方
針で編成され、補助金などが削られている。市の単独
事業の額が多くを占めており、特に、小・中学校体育
館空調設備工事は、コロナ禍で検討し直さなければな
らないと考えることから反対する。

た要望事項やこれまで一般質問で要望してきたものが
大きく反映され、市民にとって期待の持てる内容と
なっていることから賛成する。
無会派・津田▶　本予算案は、国の方針に左右される
地方の実態を表しているが、新型コロナウイルス感染
症による財政の危機的状況に対応し、自粛だけでなく、
地域経済を活性化させる施策を盛り込むなど、全体の
バランスを取っており、高く評価する。

予算予算

監視提言 監視提言

決算決算

予算のサイクル
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１　多様な財源の確保について　

▶企業版ふるさと納税の活用、国・県支出金の可
　能な限りの活用

３　子どものための環境整備について

▶子どもの貧困対策計画の策定、ひとり親家庭・
　生活困窮者等学習支援事業における質の向上、
　学校教育に係るオンライン学習体制の構築

２　防災・緊急体制の整備について　

▶避難所の増設、感染症対策物資の購入、道路損
　傷通報システムの運用開始、消防緊急通報指令
　システムの更新

４　市民が集う公園施設整備について　

▶上尾市公園施設長寿命化計画および上尾市公園
　設備維持管理更新計画の策定

◆令和３年度予算に向けて議会が行った提言に対する市の対応（抜粋）◆◆令和３年度予算に向けて議会が行った提言に対する市の対応（抜粋）◆



　
　

県
内
６
５
７
カ
所
の

バ
ス
停
が
「
危
険
な
バ
ス

停
」
と
し
て
ラ
ン
ク
付
け

さ
れ
て
い
る
。
最
も
危
険

な
Ａ
ラ
ン
ク
は
県
内
４５
カ

所
、
市
内
で
は
「
原
市
団

地
北
口
バ
ス
停
」
が
該
当

す
る
。
市
で
は
危
険
な
バ

ス
停
に
つ
い
て
ど
の
よ
う

に
認
識
し
て
い
る
か
。

　
　

こ
の
調
査
は
、
国
が

実
施
し
た
も
の
で
あ
る
。

市
で
は
現
地
調
査
な
ど
を

実
施
す
る
と
と
も
に
、
バ

ス
運
行
事
業
者
や
道
路
管

理
者
で
あ
る
関
係
部
署
と

の
情
報
共
有
を
図
っ
て
お

り
、
危
険
度
な
ど
を
踏
ま

え
た
対
応
が
必
要
だ
と
認

識
し
て
い
る
。　

　
　

こ
の
バ
ス
停
が
Ａ
ラ

ン
ク
に
指
定
さ
れ
た
理
由

は
何
か
。

　
　

バ
ス
停
に
停
車
し
た

際
に
横
断
歩
道
に
車
体
が

か
か
る
こ
と
が
理
由
で
あ

る
。

　
　

危
険
な
バ
ス
停
の
解

消
に
向
け
、
国
や
市
は
ど

の
よ
う
な
対
応
を
考
え
て

い
る
の
か
。

　
　

関
東
運
輸
局
埼
玉
運

輸
支
局
で
は
「
埼
玉
県
バ

ス
停
留
所
安
全
性
確
保
合

同
検
討
会
」
を
設
置
し
、

バ
ス
事
業
者
、
埼
玉
県
警

察
本
部
、
道
路
管
理
者
な

ど
の
関
係
機
関
と
安
全
対

策
を
協
議
し
て
い
く
こ
と

を
確
認
し
て
い
る
。
市
と

し
て
は
、
今
後
の
検
討
会

の
協
議
結
果
な
ど
を
踏
ま

え
、
交
通
安
全
上
の
問
題

の
解
消
に
向
け
て
、
関
係

部
署
と
連
携
を
図
り
な
が

ら
安
全
対
策
に
努
め
て
い

く
。 　

　
　
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
の
目
標
に

食
料
廃
棄
を
半
減
さ
せ
、

食
品
ロ
ス
を
減
少
さ
せ
る

こ
と
が
挙
げ
ら
れ
て
い

る
。
学
校
給
食
の
残
菜
は

年
間
ど
の
く
ら
い
発
生
し

て
い
る
の
か
。

　
　

学
校
給
食
に
お
い
て

年
間
で
発
生
す
る
残
菜
の

量
は
、
概
数
で
平
成
２９
年

度
は
小
学
校
で
１５
・
６
ト

ン
、
中
学
校
で
３８
・
５
ト

ン
、
計
５４
・
１
ト
ン
、
平

成
３０
年
度
は
小
学
校
１７
・

４
ト
ン
、
中
学
校
３３
・
２

ト
ン
、
計
５０
・
７
ト
ン
、

平
成
３１
年
度
は
小
学
校

１６
・
４
ト
ン
、
中
学
校
３１
・

１
ト
ン
、
計
４７
・
５
ト
ン

で
あ
る
。

　
　

食
品
ロ
ス
削
減
の
た

め
の
対
策
は
ど
の
よ
う
に

行
っ
て
い
る
の
か
。

　
　

各
学
校
で
は
毎
日
、

残
菜
量
を
把
握
し
適
正
な

配
食
や
調
理
に
つ
い
て
検

証
を
行
っ
て
い
る
。
ま
た
、

食
べ
残
し
が
な
い
よ
う
な

献
立
の
工
夫
を
図
り
、
地

場
産
の
食
材
を
活
用
し
て

い
る
。
こ
の
他
、
学
級
担

任
や
栄
養
教
諭
な
ど
が
行

う
食
に
関
す
る
指
導
に
お

い
て
、
食
事
の
重
要
性
を

理
解
さ
せ
た
り
、
食
物
や

生
産
者
へ
の
感
謝
の
気
持

ち
を
育
て
た
り
す
る
な

ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
取
り
組

み
を
実
施
し
て
い
る
。

　
　
他
市
で
は
学
校
給
食

で
生
じ
る
残
菜
な
ど
を
生

ご
み
処
理
機
な
ど
で
堆
肥

化
し
て
い
る
と
こ
ろ
が
あ

る
。
教
育
委
員
会
で
は
堆

肥
化
に
つ
い
て
ど
の
よ
う

な
見
解
か
。

　
　

導
入
に
当
た
っ
て

は
、
衛
生
管
理
や
設
備
費

用
、
堆
肥
の
供
給
先
の
確

保
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
課
題

が
あ
る
こ
と
か
ら
、
難
し

い
と
考
え
て
い
る
。

深山　孝

（上尾同志会）
　　

危
険
な
バ
ス
停
へ
の
対
応
は

学
校
給
食
の
食
品
ロ
ス
を

　
　
　
　
　
　
　
減
ら
す
努
力
を

星野良行

（彩の会）

　　

問

問

問

答

答

答答

問

問

問 答答

そこが聞きたい
ここが問題 ！？

　３月定例会の一般質問は、３月１１・１２･１６・１７・
１８日の５日間行われ、２４人の議員が市政全般
７５項目にわたって市当局の見解を求めまし
た。各議員の一般質問の中から一部を掲載
しました。詳細は市議会のホームページをご
覧ください（５月下旬公開）。
　なお、本定例会では、新型コロナウイルス
感染症の感染拡大防止のため、傍聴につい
ては自粛をお願いし実施いたしました。

そ
の
他
の
質
問

そ
の
他
の
質
問

そ
の
他
の
質
問

・
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

　
感
染
症
対
策

・
ア
リ
コ
ベ
ー
ル

・
今
後
の
幼
児
教
育

一 般 質 問一 般 質 問
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避
難
行
動
要
支
援
者

名
簿
は
ど
の
よ
う
に
地
区

と
共
有
し
、
活
用
し
て
い

る
の
か
。

　
　
受
け
取
り
を
希
望
し

た
自
主
防
災
会
に
渡
し
て

い
る
。
ま
た
、
令
和
２
年

度
に
導
入
し
た
避
難
行
動

要
支
援
者
シ
ス
テ
ム
は
、

Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
を
読
み
込
む

こ
と
で
避
難
行
動
要
支
援

者
の
自
宅
の
地
図
が
表
示

さ
れ
る
の
で
、
市
の
防
災

訓
練
で
活
用
す
る
他
、
地

元
で
の
防
災
訓
練
で
も
活

用
し
て
い
た
だ
く
こ
と

で
、
避
難
行
動
要
支
援
者

の
把
握
に
役
立
て
る
こ
と

が
で
き
る
も
の
と
考
え
て

い
る
。

　
　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
を
は
じ
め
と
し
た
感
染

症
に
対
応
し
た
避
難
所
運

営
の
課
題
は
。

　
　
密
に
な
り
や
す
い
空

間
の
中
で
、
感
染
拡
大
防

止
策
を
徹
底
す
る
こ
と
が

極
め
て
重
要
な
課
題
と
考

え
て
い
る
。
市
で
は
指
定

避
難
所
に
お
け
る
新
型
コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対

策
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
を
定

め
、
十
分
な
換
気
や
避
難

者
間
の
ス
ペ
ー
ス
の
確

保
、
避
難
所
の
衛
生
環
境

の
確
保
な
ど
に
つ
い
て
、

避
難
所
に
携
わ
る
職
員
な

ど
へ
周
知
し
て
い
る
。

　
　
公
共
施
設
に
無
線
Ｌ

Ａ
Ｎ
を
整
備
し
て
い
く
予

定
は
あ
る
の
か
。

　
　
公
共
施
設
へ
の
公
衆

無
線
Ｌ
Ａ
Ｎ
の
整
備
に
つ

い
て
は
、
平
常
時
の
み
な

ら
ず
、
災
害
時
に
お
い
て

も
有
効
活
用
で
き
る
よ

う
、
整
備
す
る
施
設
を
精

査
し
、
検
討
し
て
い
く
。

　
　
上
平
地
区
複
合
施
設

検
討
委
員
会
の
中
で
、
子

育
て
支
援
を
し
て
い
る
Ｎ

Ｐ
Ｏ
法
人
の
理
事
の
委
員

か
ら
「
私
た
ち
に
も
１０
％

の
補
助
金
カ
ッ
ト
が
出
さ

れ
て
い
る
」
旨
の
発
言
が

あ
っ
た
。

　

子
育
て
や
老
人
福
祉
な

ど
の
予
算
を
削
っ
て
、
全

く
急
ぐ
必
要
が
な
い
建
物

の
建
設
に
予
算
を
つ
け
る

こ
と
に
市
民
の
理
解
が
得

ら
れ
る
と
思
う
の
か
。
市

長
の
考
え
を
伺
う
。

　
　
市
の
財
政
は
大
変
厳

し
い
状
況
に
あ
り
、
補
助

金
の
削
減
な
ど
、
市
民
の

皆
様
に
負
担
を
か
け
る
こ

と
は
大
変
心
苦
し
く
思
っ

て
い
る
。

　

そ
の
た
め
上
平
地
区
複

合
施
設
に
つ
い
て
も
、
将

来
の
財
政
負
担
を
で
き
る

限
り
抑
制
す
る
と
と
も

に
、
市
民
の
皆
様
の
意
見

を
取
り
入
れ
な
が
ら
、
計

画
の
見
直
し
を
行
っ
て
い

る
も
の
で
あ
る
。

　
　「
令
和
３
年
度
予
算

の
ポ
イ
ン
ト
」
の
中
の
コ

ロ
ナ
禍
の
臨
時
財
政
運
営

方
針
、「
コ
ロ
ナ
禍
に
よ
る

市
税
収
入
の
減
な
ど
を
契

機
と
し
て
、
次
の
５
つ
の

視
点
に
基
づ
い
て
事
業
を

見
直
し
、
危
機
対
応
モ
ー

ド
の
財
政
運
営
を
実
施
」

と
あ
り
、
そ
の
４
番
目
に
、

「
市
民
の
安
全
確
保
等
以

外
の
工
事
や
設
備
整
備
の

先
送
り
」
と
あ
る
。

　

こ
の
方
針
と
上
平
地
区

複
合
施
設
の
基
本
設
計
委

託
料
を
予
算
計
上
す
る
こ

と
は
矛
盾
し
て
い
な
い
の

か
。

　
　
上
平
地
区
複
合
施
設

の
建
設
工
事
に
つ
い
て

は
、
社
会
情
勢
や
財
政
的

な
状
況
を
考
慮
し
、
慎
重

に
進
め
て
い
く
。

　
　

私
は
、
平
成
２４
年
９

月
議
会
か
ら
一
貫
し
て

「
女
性
や
子
ど
も
・
若
者

の
総
合
相
談
窓
口
の
設

置
」
を
要
望
し
て
き
た
。

　

そ
こ
で
、
こ
の
た
び
設

置
予
定
の
「
子
ど
も
家
庭

総
合
支
援
セ
ン
タ
ー
」
に

つ
い
て
伺
う
。

　
　

子
育
て
相
談
で
は
、

育
児
、
家
族
関
係
、
生
活

環
境
な
ど
の
複
合
的
な
問

題
を
解
決
す
る
必
要
が
あ

る
こ
と
か
ら
、
子
育
て
世

代
の
相
談
窓
口
を
一
本
化

す
る
こ
と
で
、
相
談
者
の

負
担
が
軽
減
す
る
と
と
も

に
、
職
員
の
連
携
が
図
ら

れ
、
ス
ピ
ー
デ
ィ
ー
か
つ

効
果
的
な
支
援
が
可
能
に

な
る
と
考
え
て
い
る
。

　
　

夫
婦
間
の
Ｄ
Ｖ
は
、

子
ど
も
に
大
き
な
影
響
を

与
え
る
こ
と
は
周
知
の
事

実
で
あ
る
。Ｄ
Ｖ
相
談
者

の
多
く
が
子
ど
も
の
い
る

方
だ
と
い
う
こ
と
に
鑑

み
、
今
後
は
ま
す
ま
す
男

女
共
同
参
画
推
進
セ
ン
タ

ー
と
の
連
携
が
必
要
と
考

え
る
が
、
市
の
見
解
は
。

　
　

子
育
て
相
談
の
内
容

に
は
Ｄ
Ｖ
に
起
因
す
る
も

の
も
多
く
、
現
在
の
子
ど

も
・
若
者
相
談
セ
ン
タ
ー

と
Ｄ
Ｖ
相
談
の
窓
口
で
あ

る
人
権
男
女
共
同
参
画
課

と
連
携
し
て
支
援
を
行
っ

て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

子
ど
も
家
庭
総
合
支
援
セ

ン
タ
ー
設
置
後
に
お
い
て

も
、
引
き
続
き
連
携
を

行
っ
て
い
き
た
い
と
考
え

て
い
る
。

災
害
を
見
据
え
た
対
策
を

女
性
や
子
ど
も
・
若
者
の

   

総
合
相
談
窓
口
の
設
置
と
充
実

コ
ロ
ナ
禍
で
上
平
地
区
複
合
施
設

　
　
　
　
　 

建
設
を
進
め
る
の
か

前島るり

（公明党
上尾市議団）

　　

井上智則

（公明党
上尾市議団）

　　

鈴木　茂

（政策・
市民の声）

　　

問問

問 答答

問

答

答

問

答

問問

答

答

そ
の
他
の
質
問

そ
の
他
の
質
問

そ
の
他
の
質
問

・
市
内
事
業
者
へ
の
Ｉ
Ｃ

　
Ｔ
導
入
支
援

・
学
校
教
育

そ
の
他
の
質
問

そ
の
他
の
質
問

そ
の
他
の
質
問

・
妊
婦
応
援
タ
ク
シ
ー
利

　
用
料
金
助
成
事
業
の
延

　
長
と
拡
充

・
教
育
支
援

・
公
共
施
設
へ
の
非
接
触

　
型
設
備
及
び
パ
ネ
ル
設

　
置
に
よ
る
感
染
対
策
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令
和
２
年
は
全
国
自

殺
者
数
が
１１
年
ぶ
り
に
増

加
し
た
。
コ
ロ
ナ
前
後
で

比
較
し
た
場
合
、
本
市
の

状
況
は
ど
う
か
。

　
　
厚
生
労
働
省
の
統
計

に
よ
る
と
、
こ
れ
ま
で
発

表
さ
れ
て
い
る
段
階
で

は
、
本
市
に
お
け
る
自
殺

者
数
に
増
加
傾
向
は
見
ら

れ
て
い
な
い
。

　
　
自
殺
対
策
の
け
ん
引

役
と
し
て
期
待
さ
れ
る
本

市
の
「
自
殺
対
策
計
画
」

は
ど
う
な
っ
て
い
る
か
。

　
　
平
成
３１
年
３
月
に
策

定
し
て
い
る
。
そ
の
中
で

「
誰
も
自
殺
に
追
い
込
ま

れ
る
こ
と
の
な
い
社
会
の

実
現
を
目
指
す
」
こ
と
を

基
本
理
念
と
し
、
自
殺
対

策
に
関
す
る
施
策
を
全
庁

的
に
推
進
し
て
い
る
。

　
　
自
殺
対
策
計
画
の
進

捗
管
理
は
。

　
　
庁
内
各
課
で
実
施
し

て
い
る
自
殺
予
防
に
関
係

す
る
事
業
・
取
り
組
み
に

つ
い
て
、
毎
年
、
評
価
を

行
う
こ
と
と
し
て
い
る
。

令
和
２
年
度
は
初
め
て
の

評
価
の
年
で
あ
っ
た
が
、

９３
％
が
計
画
ど
お
り
に
推

進
で
き
て
い
る
結
果
と

な
っ
た
。

　
　
い
の
ち
の
門
番
と
さ

れ
る
「
ゲ
ー
ト
キ
ー
パ
ー
」

の
養
成
状
況
は
。

　
　
平
成
２２
年
度
か
ら
民

生
委
員
、
一
般
市
民
な
ど

を
対
象
に
ゲ
ー
ト
キ
ー
パ

ー
養
成
に
関
す
る
研
修
な

ど
を
実
施
し
、
対
策
に
取

り
組
ん
で
い
る
。
市
職
員

に
対
し
て
は
、
階
層
別
基

本
研
修
の
中
で
行
っ
て
い

る
。
今
後
も
対
策
強
化
に

取
り
組
ん
で
い
く
。

　
　
原
市
分
署
の
庁
舎
耐

震
化
の
実
施
状
況
は
。

　
　
令
和
元
年
度
に
実
施

し
た
耐
震
診
断
の
結
果
、

消
防
庁
舎
の
一
部
に
耐
震

性
を
満
た
し
て
い
な
い
箇

所
が
あ
っ
た
こ
と
か
ら
、

令
和
２
年
度
に
耐
震
補
強

設
計
を
実
施
し
た
。

　
　
今
後
の
計
画
は
。

　
　
令
和
２
年
度
に
実
施

し
た
耐
震
補
強
設
計
を
基

に
耐
震
補
強
工
事
を
実
施

す
る
計
画
で
あ
る
。
ま
た
、

建
物
の
老
朽
化
に
伴
い
雨

漏
り
が
頻
繁
に
発
生
し
て

い
る
こ
と
か
ら
、
屋
上
部

分
の
防
水
工
事
も
併
せ
て

実
施
す
る
計
画
で
あ
る
。

　
　
外
壁
周
り
の
塗
装
の

塗
り
替
え
、
給
排
水
設
備

の
改
修
は
考
え
て
い
る
か
。

　
　
現
在
、
協
議
を
進
め

て
い
る
伊
奈
町
と
の
消
防

広
域
化
に
よ
る
国
か
ら
の

財
政
支
援
の
活
用
を
視
野

に
入
れ
な
が
ら
、
関
係
各

課
と
調
整
を
図
り
、
整
備

を
進
め
て
い
き
た
い
。

　
　
原
市
分
署
の
建
て
替

え
は
考
え
て
い
る
の
か
。

　
　
上
尾
市
個
別
施
設
管

理
基
本
計
画
に
お
い
て
長

寿
命
化
計
画
に
基
づ
き
、

目
標
耐
用
年
数
を
迎
え
る

令
和
２０
年
ま
で
現
在
の
庁

舎
を
整
備
し
施
設
を
使
用

す
る
計
画
と
な
っ
て
お

り
、
現
時
点
で
の
建
て
替

え
の
計
画
は
な
い
。

　
　
医
療
的
ケ
ア
児
を
育

て
る
多
く
の
家
族
は
、
通

園
、
通
学
時
の
送
迎
や
付

き
添
い
を
求
め
ら
れ
る
ケ

ー
ス
が
多
く
、
負
担
が
大

変
大
き
い
。
医
療
的
ケ
ア

児
が
、
通
年
か
つ
長
期
に

わ
た
る
通
園
、
通
学
目
的

で
利
用
で
き
る
障
が
い
福

祉
サ
ー
ビ
ス
は
あ
る
か
。

　
　

生
活
サ
ポ
ー
ト
事
業

が
挙
げ
ら
れ
る
が
、
１
年

間
で
１
５
０
時
間
ま
で
の

利
用
上
限
が
設
け
ら
れ
て

い
る
。
ま
た
、
移
動
支
援

事
業
に
つ
い
て
は
、
原
則

と
し
て
通
園
・
通
学
目
的

で
の
利
用
は
で
き
な
い

が
、
家
族
の
病
気
な
ど
に

よ
り
一
時
的
に
送
迎
時
の

支
援
が
必
要
と
認
め
ら
れ

る
場
合
に
は
利
用
す
る
こ

と
が
で
き
る
。

　
　

昨
今
で
は
、
他
の
障

が
い
に
比
べ
医
療
的
ケ
ア

児
へ
の
支
援
が
遅
れ
て
い

る
こ
と
か
ら
、
医
療
的
ケ

ア
児
に
対
応
で
き
る
看
護

師
な
ど
人
材
不
足
の
課
題

解
消
の
た
め
、
介
護
ヘ
ル

パ
ー
に
よ
る
通
園
、
通
学

移
動
支
援
な
ど
、
視
点
を

変
え
た
自
治
体
独
自
の
事

業
が
あ
る
。
本
市
で
も
こ

の
よ
う
な
事
業
の
展
開
を

望
む
が
、
見
解
は
。

　
　

費
用
や
人
材
の
確
保

な
ど
課
題
は
多
く
あ
る

が
、
今
後
の
移
動
支
援
事

業
の
あ
り
方
に
つ
い
て

は
、
先
進
自
治
体
の
事
業

も
参
考
に
し
な
が
ら
研
究

し
て
い
く
。

誰
も
自
殺
に
追
い
込
ま
れ
る

     

こ
と
の
な
い
社
会
の
実
現
へ

医
療
的
ケ
ア
児
の

　
　
　 

保
護
者
負
担
軽
減
に
向
け
て

原
市
分
署
の
耐
震
化
と

　
　
　
　
　
建
て
替
え
の
計
画
は

戸野部直乃

（公明党
上尾市議団）

　　

樋口　敦

（政策・
市民の声）

　　

渡辺綱一

（上尾同志会）
　　

問

答答

答

問問問

問

答答 答

答問

問

答問

問問 答

答

そ
の
他
の
質
問

そ
の
他
の
質
問

そ
の
他
の
質
問

・
学
校
教
育

・ 

企
業
誘
致
の
推
進

・ 

ｅ
ス
ポ
ー
ツ

そ
の
他
の
質
問

そ
の
他
の
質
問

そ
の
他
の
質
問

・
今
後
の
上
尾
市
幼
児
教

　
育
の
展
望

・ 

上
尾
駅
西
側
の
西
宮
下

　
方
面
へ
向
か
う
線
路
沿

　
い
の
道
路

・ 

不
登
校
児
童
生
徒
が
学

　
び
に
向
か
う
た
め
の
環

　
境
整
備

そ
の
他
の
質
問

そ
の
他
の
質
問

そ
の
他
の
質
問

・ 

コ
ロ
ナ
禍
の
影
響
に
よ

　
る
市
税
の
見
込
み
と
財

　
政
運
営

・ 

上
尾
・
伊
奈
広
域
ご
み

　
処
理
施
設

・ 

都
市
計
画
道
路
上
尾
伊

　
奈
線
の
整
備

・ 

県
道
さ
い
た
ま
菖
蒲
線

　
と
市
道
１
０
２
５
、
１
０

　
２
６
号
線
が
交
差
す
る

　
平
塚
北
交
差
点
の
改
良
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昭
和
５０
年
代
か
ら
市

教
育
委
員
会
が
収
集
を
進

め
て
き
た
畑
作
や
稲
作
の

一
連
の
作
業
に
使
用
さ
れ

た
摘
田
・
畑
作
用
具
が
国

重
要
有
形
民
俗
文
化
財
に

指
定
さ
れ
た
。
こ
れ
を
市

と
し
て
ど
の
よ
う
に
有
効

活
用
す
る
の
か
。

　
　
上
尾
の
摘
田
・
畑
作

用
具
保
存
活
用
検
討
委
員

会
に
て
保
存
活
用
に
関
す

る
計
画
を
作
成
す
る
他
、

保
存
環
境
の
整
備
に
関
す

る
事
項
な
ど
に
つ
い
て
調

査
、
審
議
し
て
い
く
予
定

で
あ
り
、
そ
の
内
容
を
踏

ま
え
て
進
め
る
。

　
　
丸
山
公
園
周
辺
の
休

耕
田
を
借
り
て
摘
田
方
式

で
米
を
栽
培
し
、
そ
の
米

で
上
尾
の
名
産
物
を
作
る

こ
と
が
可
能
と
考
え
る
。

ま
た
、
自
然
学
習
館
に
喫

茶
店
を
作
り
、
摘
田
に
関

係
す
る
メ
ニ
ュ
ー
も
用
意

で
き
る
。
こ
の
文
化
財
を

活
用
す
る
戦
術
は
。

　
　
保
存
活
用
検
討
委
員

会
で
の
計
画
を
基
に
具
体

的
な
活
用
を
図
る
が
、
市

民
ギ
ャ
ラ
リ
ー
な
ど
を
会

場
と
し
た
特
別
展
の
開
催

を
予
定
し
て
い
る
他
、
上

尾
文
化
遺
産
ガ
イ
ド
の
活

用
な
ど
、
こ
の
文
化
財
を

多
く
の
市
民
へ
公
開
し
て

い
く
取
り
組
み
を
進
め

る
。

　
　
学
校
給
食
に
有
機
農

産
物
の
導
入
を
進
め
る
べ

き
と
考
え
る
が
見
解
は
。

　
　
学
校
給
食
へ
の
有
機

農
産
物
の
活
用
は
、
持
続

可
能
な
開
発
目
標
の
達
成

に
貢
献
し
、
地
産
地
消
や

食
育
の
推
進
に
も
寄
与
す

る
も
の
と
認
識
し
て
い

る
。
し
か
し
、
農
産
物
の

安
定
的
な
需
要
体
制
の
確

保
や
価
格
な
ど
の
課
題
が

あ
り
、
現
段
階
で
は
容
易

で
は
な
い
と
考
え
る
。

　
　
市
と
し
て
方
向
性
を

定
め
る
べ
き
で
あ
る
と
考

え
る
が
見
解
は
。

　
　
国
が
方
針
を
策
定

し
、
有
機
農
業
の
取
り
組

み
拡
大
を
推
進
す
る
と
と

も
に
食
育
な
ど
と
の
連
携

も
示
し
て
い
る
こ
と
か

ら
、
国
や
他
自
治
体
の
動

き
を
注
視
し
て
い
く
。

　
　
モ
デ
ル
校
を
定
め
て

部
分
的
な
導
入
を
行
っ
た

り
、
特
定
の
日
に
実
施
し

た
り
す
る
な
ど
、
実
験
的

な
導
入
を
行
う
こ
と
で
課

題
を
整
理
す
べ
き
で
あ
る

と
考
え
る
が
見
解
は
。

　
　
実
験
的
な
実
施
に
つ

い
て
は
、
一
定
量
の
農
産

物
が
必
要
で
あ
り
、
安
定

し
た
供
給
量
と
価
格
な
ど

が
課
題
と
な
る
こ
と
か

ら
、
ど
の
よ
う
に
取
り
組

め
る
か
研
究
し
て
い
く
。

　
　
市
長
の
見
解
は
。

　
　
有
機
農
産
物
の
学
校

給
食
で
の
導
入
は
、
地
域

の
魅
力
を
高
め
る
こ
と
に

つ
な
が
る
と
考
え
る
。
一

方
で
課
題
も
あ
る
こ
と
か

ら
、
今
後
、
埼
玉
県
学
校

給
食
会
や
Ｊ
Ａ
な
ど
と
連

携
を
深
め
、
調
査
研
究
し

て
い
く
必
要
が
あ
る
。

　
　
風
し
ん
抗
体
検
査
の

受
診
者
数
が
低
い
よ
う
だ

が
結
果
は
。

　
　

追
加
的
対
策
の
初
年

度
で
あ
る
平
成
３１
年
度

に
、
対
象
者
約
１
万
３
０

０
０
人
に
ク
ー
ポ
ン
券
を

送
付
し
、
１
８
７
６
人
が

受
検
し
た
。
令
和
２
年
度

は
、
対
象
者
約
１
万
７
０

０
０
人
に
送
付
し
、
１２
月

実
施
分
ま
で
で
２
８
８
４

人
が
受
検
し
て
い
る
。

　
　

抗
体
検
査
が
進
ま
な

い
要
因
は
。

　
　

対
象
者
が
４０
代
、
５０

代
の
男
性
で
、
働
い
て
い

る
世
代
で
あ
る
こ
と
が
要

因
の
一
つ
で
あ
る
と
考
え

て
い
る
。

　
　
風
し
ん
の
追
加
的
対

策
は
令
和
３
年
度
ま
で
と

な
っ
て
い
る
。
ワ
ク
チ
ン

接
種
が
進
む
よ
う
、
令
和

３
年
度
の
市
の
取
り
組
み

に
つ
い
て
伺
う
。

　
　

令
和
３
年
度
当
初
に

は
、
令
和
２
年
度
に
ク
ー

ポ
ン
券
を
送
付
し
た
人
の

う
ち
、
ま
だ
受
検
し
て
い

な
い
人
に
対
し
、
再
度
ク

ー
ポ
ン
券
を
送
付
し
、
受

検
を
勧
奨
す
る
。
さ
ら
に
、

令
和
３
年
度
秋
を
め
ど

に
、
全
対
象
者
の
う
ち
未

受
検
の
人
に
対
し
、
個
別

通
知
に
よ
る
勧
奨
を
行
う

予
定
で
あ
る
。

　
　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
ワ
ク
チ
ン
の
本
格
的
接

種
時
期
と
重
な
る
場
合
の

対
象
者
へ
の
接
種
間
隔
の

注
意
喚
起
は
。

　
　

通
知
の
際
、
新
型
コ

ロ
ナ
ワ
ク
チ
ン
接
種
と
は

２
週
間
の
間
隔
を
空
け
る

必
要
が
あ
る
こ
と
も
併
せ

て
案
内
し
た
い
と
考
え
て

い
る
。

上
尾
初
の
国
重
要
有
形

     

民
俗
文
化
財
で
市
の
Ｐ
Ｒ
を

風
し
ん
抗
体
検
査
・
予
防
接
種
が

 
　
　
　
　
　
　
　
進
む
取
り
組
み
を

小
中
学
校
の
学
校
給
食
に

　
　
　
　
有
機
農
産
物
の
導
入
を

新道龍一

（上尾同志会）
　　

浦和三郎

（政策・
市民の声）

　　

海老原直矢

（政策・
市民の声）

問

答

答答

問問

問問

答答

答問

問

問

問問 答答

答答

そ
の
他
の
質
問

そ
の
他
の
質
問

そ
の
他
の
質
問

・
道
路
改
善

・ 

大
谷
北
部
第
二
区
画
整

　
理
事
業

そ
の
他
の
質
問

そ
の
他
の
質
問

そ
の
他
の
質
問

・
多
様
性
推
進
施
策

・ 

自
然
環
境
・
生
活
環
境

・ 

民
間
と
の
連
携

そ
の
他
の
質
問

そ
の
他
の
質
問

そ
の
他
の
質
問

・
第
六
次
上
尾
市
総
合
計

　
画
基
本
構
想
（
案
）
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つ
み  

た

国の重要有形民俗文化財に指定された
「上尾の摘田・畑作用具」



　
　
市
の
財
政
状
況
を
分

析
し
て
、
課
題
を
ど
う
捉

え
て
い
る
か
。

　
　
全
国
平
均
を
上
回
る

ペ
ー
ス
で
進
行
す
る
高
齢

化
や
労
働
人
口
の
減
少
な

ど
の
社
会
構
造
の
変
化
に

よ
り
、
財
政
負
担
が
年
々

増
加
し
て
お
り
、
本
市
の

財
政
運
営
は
、
大
変
厳
し

い
状
況
と
な
っ
て
い
る
。

　
　
コ
ロ
ナ
禍
に
お
い

て
、
市
税
減
収
と
と
も
に

扶
助
費
の
増
大
が
さ
ら
に

見
込
ま
れ
て
い
る
が
、
課

題
に
対
し
て
ど
う
対
応
し

て
い
く
の
か
。

　
　
こ
れ
ま
で
の
財
政
運

営
を
前
提
と
す
る
の
で
は

な
く
、
状
況
に
応
じ
た
危

機
対
応
モ
ー
ド
の
財
政
運

営
を
行
う
こ
と
が
必
要
と

考
え
て
い
る
。
さ
ら
に
、

収
支
ギ
ャ
ッ
プ
を
埋
め
る

た
め
の
行
財
政
改
革
を
行

う
必
要
が
あ
る
。
令
和
３

年
度
か
ら
新
た
に
ス
タ
ー

ト
す
る
上
尾
市
行
政
改
革

プ
ラ
ン
に
基
づ
き
、
そ
れ

ぞ
れ
の
部
署
が
経
営
と
い

う
視
点
に
立
ち
、
歳
入
と

歳
出
両
面
か
ら
改
革
を
進

め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と

考
え
て
い
る
。

　
　
前
回
の
第
８
次
行
政

改
革
実
施
計
画
の
達
成
度

と
今
後
の
方
向
性
に
つ
い

て
伺
う
。

　
　
平
成
２８
年
度
か
ら
平

成
３１
年
度
ま
で
の
４
年

間
、
全
て
の
項
目
の
効
果

額
を
積
み
上
げ
る
と
約
１９

億
円
と
な
っ
た
。
こ
の
５

年
間
で
結
論
に
至
ら
な

か
っ
た
項
目
や
今
後
も
推

進
し
て
い
く
べ
き
項
目
に

つ
い
て
は
、
引
き
続
き
上

尾
市
行
政
改
革
プ
ラ
ン
に

掲
げ
目
標
達
成
に
向
け
て

さ
ら
に
努
力
し
て
い
く
。

　
　
本
市
の
外
国
人
市
民

の
人
数
、
割
合
は
。

　
　
令
和
２
年
６
月
１
日

時
点
で
３
８
３
８
人
、
割

合
は
１
・
７
％
と
な
っ
て

い
る
。
令
和
元
年
は
３
５

６
６
人
で
あ
る
。

　
　
本
市
は
前
年
比
で
２

７
２
人
増
加
し
て
い
る
。

本
市
の
多
文
化
共
生
に
お

け
る
事
業
は
ど
の
よ
う
に

行
わ
れ
て
い
る
か
。

　
　
主
な
取
り
組
み
と
し

て
、
外
国
人
の
た
め
の
相

談
窓
口
「
ハ
ロ
ー
コ
ー
ナ

ー
」
の
設
置
や
、
日
常
生

活
に
関
す
る
情
報
を
４
言

語
で
翻
訳
し
た
外
国
人
市

民
向
け
の
情
報
誌
「
ハ

ロ
ー
コ
ー
ナ
ー
ニ
ュ
ー

ス
」
を
月
１
回
発
行
し
、

公
共
施
設
に
配
置
し
て
い

る
他
、
希
望
者
に
は
郵
送

も
行
っ
て
い
る
。

　
　
コ
ロ
ナ
禍
で
、
外
国

人
市
民
も
戸
惑
っ
て
い
る

と
思
う
が
、
主
に
ど
の
よ

う
な
相
談
が
寄
せ
ら
れ
て

い
る
か
。

　
　
ハ
ロ
ー
コ
ー
ナ
ー
で

は
、
市
か
ら
届
く
通
知
な

ど
の
内
容
確
認
に
関
す
る

相
談
が
最
も
多
い
。

　
　
今
後
も
外
国
人
市
民

が
増
え
て
い
く
と
考
え

る
。
多
文
化
共
生
を
進
め

る
に
当
た
り
、
市
長
の
見

解
を
伺
う
。

　
　
外
国
人
市
民
は
今
後

も
増
加
し
て
い
く
こ
と
が

予
想
さ
れ
る
。
各
地
域
で

の
多
文
化
共
生
を
進
め
て

い
く
こ
と
が
、
市
全
体
に

利
益
を
も
た
ら
す
も
の
と

考
え
て
い
る
。
誰
も
が
住

み
よ
い
街
づ
く
り
を
進
め

る
た
め
に
も
、
多
文
化
共

生
を
推
進
し
て
い
く
。

　
　
小
田
急
電
鉄
が
実
証

実
験
を
行
っ
て
い
る
デ
マ

ン
ド
バ
ス
は
従
来
の
問
題

点
で
あ
る
予
約
や
配
車
の

コ
ス
ト
を
Ｉ
Ｃ
Ｔ
に
よ
り

解
消
し
て
い
る
。
市
は
デ

マ
ン
ド
バ
ス
に
つ
い
て
検

討
し
た
こ
と
は
あ
る
か
。

　
　

デ
マ
ン
ド
バ
ス
を
含

め
た
デ
マ
ン
ド
交
通
に
関

し
て
、
こ
れ
ま
で
導
入
自

治
体
へ
の
視
察
や
上
尾
市

地
域
公
共
交
通
活
性
化
協

議
会
に
お
い
て
協
議
を

行
っ
て
き
た
。
本
市
に
お
け

る
バ
ス
路
線
網
は
、
市
域

の
大
半
を
カ
バ
ー
し
て
お

り
、
民
間
バ
ス
事
業
者
な

ど
と
の
共
存
を
踏
ま
え
、

慎
重
に
調
査
研
究
を
重
ね

る
必
要
が
あ
る
。

　
　

自
転
車
駐
輪
場
の
空

き
情
報
は
、
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
を
介
し
て
集
約
で
き
る

と
考
え
る
が
、
情
報
を
集

約
す
る
仕
組
み
づ
く
り
は

可
能
か
。

　
　

空
き
情
報
な
ど
の
周

知
に
つ
い
て
は
、
既
に
実

施
し
て
い
る
民
間
駐
輪
場

も
あ
る
。
多
様
な
管
理
形

態
か
ら
、
市
が
全
て
の
情

報
を
管
理
し
、
周
知
を
図

る
こ
と
は
難
し
い
。

　
　
道
路
幅
員
の
狭
い
道

路
で
、
自
転
車
レ
ー
ン
を

意
識
せ
ず
通
行
し
て
い
る

自
動
車
を
多
く
見
か
け

る
。
ド
ラ
イ
バ
ー
に
対
し

て
の
注
意
喚
起
や
自
転
車

へ
の
啓
発
活
動
は
。

　
　

小
学
生
を
対
象
に
し

た
交
通
安
全
教
室
で
は
、

自
転
車
レ
ー
ン
の
利
用
を

含
む
自
転
車
の
ル
ー
ル
や

マ
ナ
ー
を
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム

の
一
つ
と
し
た
。
全
国
交

通
安
全
運
動
な
ど
の
機
会

を
通
じ
、
交
通
安
全
啓
発

に
取
り
組
む
。

コ
ロ
ナ
禍
に
お
け
る
行
政
経
営

 
ス
マ
ー
ト
モ
ビ
リ
テ
ィ
と

　
　
　
　 

自
転
車
の
通
行
の
安
全

外
国
人
市
民
が

　
　
　
　
住
み
や
す
い
上
尾
市
に

津田賢伯

（無会派）
　　

道下文男

（公明党
上尾市議団）

　　

戸口佐一

（日本共産党
上尾市議団）

問

答

答答

問問

問問

答答

答問答

問

問

問

問 答

答答

そ
の
他
の
質
問

そ
の
他
の
質
問

そ
の
他
の
質
問

・
街
づ
く
り
の
課
題

・ 

上
平
地
区
複
合
施
設
は

　
慎
重
な
検
討
を

そ
の
他
の
質
問

そ
の
他
の
質
問

そ
の
他
の
質
問

・
保
育

そ
の
他
の
質
問

そ
の
他
の
質
問

そ
の
他
の
質
問

・
市
長
の
政
治
姿
勢
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６月定例会は、６月８日

（火）に開会予定です。

*

　請願、陳情、要望の提出

期限は、６月２日（水）まで

となります。

　上尾市議会ではイン

ターネットを利用した議会

中継( ライブおよび録画 )

を行っております。

　詳しくは、議会事務局

(☎７７５-９４６７)へお問い

合わせください。

委 員 長

副委員長

委 員

委 員

委 員

委 員

委 員

委 員

矢口　豊人

戸口　佐一

田島　　純

轟　　信一

井上　智則

樋口　　敦

星野　良行

戸野部直乃

上尾市議会ＨＰアドレス

議会報編集委員会

http://ｗｗｗ.ｃｉｔｙ.ａｇｅｏ.
   ｌｇ.ｊｐ/ｓｉｔｅ/ｓｈｉｇｉｋａｉ/

議員研修会を開催議員研修会を開催議員研修会を開催

　２月１日、明治大学公共政策大学院の

兼村高文教授を講師に迎え、「自治体の

予算審議・決算審査のポイント」と題し

て、議員研修会を開催しました。

　本市の財務資料による財政分析や

他の自治体における具体的な事例を通

して予算審議のヒントなどを学び、令和

３年度予算の審議を前に、大変参考に

なる内容でした。

かねむら たかふみ

委員会活動 Ｒ３.１.１６～Ｒ３.４.１５
６月定例会会期予定表

６月８日

１１日

１４日

１５日

１７・１８日、２１～２４日

２８日

開会

質疑、委員会付託

委員会

（総務、都市整備消防）

委員会

（文教経済、健康福祉）

一般質問

閉会

本紙は再生紙を使用しています。『あげお議会だより』は、上尾市シルバー人材センターの戸別配布でお届けしています。

配布に関するお問い合わせは　ＴＥＬ　７７９－５５２５　ＦＡＸ　７７６－１０７４ まで。

※開議時間は午前９時３０分を予定
　しています。

委 員 会 名 月・日 案　　　　件

・３月定例会提出議案１０件、請願１件を審査３/５

・３月定例会提出議案７件、請願１件を審査３/８

総務常任委員会

文 教 経 済

常 任 委 員 会

都 市 整 備 消 防

常 任 委 員 会

健 康 福 祉

常 任 委 員 会

議会運営委員会

▲総務常任委員会の審査

▲研修会の様子

▲文教経済常任委員会の審査

・「あげお議会だより№197」の内容について協議

・「あげお議会だより№198」の内容について協議
１/１９

３/２３

議 会 報

編 集 委 員 会

・正副委員長の互選

・決算特別委員会の提言確認、部局別審査（総務

　関係）

・部局別審査（総務・健康福祉関係）

・部局別審査（健康福祉・文教経済関係）

・部局別審査（都市整備消防・文教経済関係）

・総括質疑、討論、採決

・議会運営について協議（協議回数１４回）

３/８

４/９

２/２～

４/１２

・３月定例会提出議案１５件、請願１件を審査

・所管事務調査「新型コロナウイルスワクチン接

　種について」

予算特別委員会

・３月定例会提出議案１３件を審査

・所管事務調査「消防広域化について」

３/５

４/１４

２/２５

２/２６

３/１

３/２

３/３

３/９
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